
 

 

 

 

 

「ツバメの不思議」 
                                                校長 藤田 賢一郎  
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ツバメほど短期間ではありませんが、人間の

子供もあっという間に就学を終え社会に巣立

ち、自立・自律した大人であることを求められま

す。 

６月の全校朝会では、巣立ちまでの一日一日

を大切に過ごしてほしいとの願いを込めて、次

のように語りかけました。 
 

数年前から、自宅にツバメが巣を作るようにな

りました。一週間ほど前、そっと巣をのぞいてみ

ると、ヒナが三羽いました。ヒナは、のぞかれても

驚きもせずにじっとしていたのですが、親ツバメ

が戻って来ると、信じられないくらい元気な声で

ピーピーと鳴きながら、口ばしをいっぱいに開け

て餌を求めました。親ツバメは、すぐには餌をや

らずに、私の頭上を旋回しながらバタバタと羽音

をたてました。ヒナを守るために、私を威嚇(いか

く)し、巣から遠ざけようとしたのでしょう。 

ツバメは冬の間、暖かいオーストラリアや東南

アジアの島々で過ごし、春に海を二千～四千キ

ロも超えて日本にやって来る「渡り鳥」ですが、

ツバメには不思議がたくさんあります。 

ツバメはどのくらいの日数をかけて渡って来る

のか?嵐や外敵に遭遇して命を落とすこともある

のに、なぜ、危険を冒してまで渡ってくるのか？

地図も GPS も持たずに、どうして、迷うことなく日

本に渡ることができるのか？なぜ、人間から見え

るところに巣を作るのか？など、ツバメの不思議

を調べてみると、なるほどとうなずく発見がたくさ

んあります。 

さて、ツバメは、春、無事に日本に渡ると、休

む間もなくつがいとなり、せっせと巣作りを始め

ます。卵を産み、卵を二週間くらい温めてヒナが

孵(かえ)ると、今度は一日に百回、二百回とヒナ

に餌を運びます。餌運びはヒナが飛べるように

なるまで三週間ほども続きます。飛べるようなっ

た子ツバメは、親ツバメから、上手な飛び方や餌

の取り方、身の守り方など、たくさんのことを学び

ます。南の島まで何千キロも飛んで行けるよう

に、体力や筋力をつけるトレーニングもします。 

秋が訪れると、親ツバメは日本で生まれた子 

ツバメを残して一足先に南の島へ渡ります。子 

ツバメは、秋も深まり涼しくなった頃、親ツバメと

は別に、南の島へ向けて初めての大冒険をする

のです。 

自宅のヒナは、昨日から羽ばたきの真似事を

始めました。飛べるようになる日も、そう遠くはな

さそうです。私は、ヒナが無事に育って親ツバメ

が待っている南の島に渡り、翌年の春、また日

本に帰っておいでと祈らずにはいられません。 

皆さんも、義務教育期間中である今は、家族

や地域の方々、教職員に見守られて生活してい

ます。しかし、やがて学校を巣立ち、社会に出る

日を迎えます。  

「春、親ツバメに見守られ、一日に何百回も餌

を運んでもらったヒナは、自分で飛べるようにな

ると、夏にかけて生きていくための学習とトレー

ニングを重ねる。秋になると、一足先に南の島に

渡る親ツバメを見送り、秋が深まると、自力で何

千キロも離れた南の島へ向けて飛び立つ」子ツ

バメの成長に自分を重ねてみると、皆さんは今、

どの季節でしょうか？3年生の皆さんは、先日も

高校説明会を行いましたし、季節の巡りは相当

進んでいますね。1、2年生の皆さんも、まだ春、

まだ夏と思っているうちに、あっという間に秋を

迎えることでしょう。 

今から一日一日を大切に過ごして必要な力

（資質や能力）を付け、巣立ちのその日を迎えて

ほしいと思います。頼もしいことに、皆さんを温か

く見守ったり支えたりしてくださる応援団が、皆さ

んの周りにたくさんいます。  

 

生徒一人一人が、「ツバメの不思議」を今の自

分や将来の自分に重ね合わせて、卒業や自立・

自律に思いを馳せたようです。 

私たち教職員も、親ツバメを思い、保護者、地

域の皆さんの応援に感謝しつつ、誠心誠意、教

育活動に勤しむ決意を新たにしました。 

tel:78-2013


 

 

日々前進する板倉中を目指して 

5 月 18 日（火）に今年度第１回の生徒総会を行いました。 

生徒総会は、今年度の生徒会の活動方針や活動計画について

生徒全員の参加により協議し、決定していく場です。昨年度は

コロナ禍のため放送による生徒総会となりましたが、今年度は、

様々な対策を講じながら、体育館で実施しました。また、総務

委員と委員長の生徒は、iPad を使用して発表や進行を行うとい

う取組に、挑戦しました。 

生徒総会は、今年度の生徒会活動の方向性を決める大切な会議です。特に、生徒会活動をリードする総務

委員や委員長、部長にとっては一大イベントです。ここに至るまで

に、総務委員を中心に何度も話し合い、学級での討議を経て、リハ

ーサルを繰り返して本番に臨みます。リー

ダーの生徒たちは、3 月のリーダー研修

会、4 月の生徒会入会式、そしてこの 5 月

生徒総会と多忙な毎日でした。総会で全校

生徒の承認を得て、今年度の活動方針をも

とに、各委員会、部活動の活動が動き出し

ています。「共創～今できることを    

全力で～」のスローガンのもと 204 人で頑張ってくれることを願っています。 

 

 

 

 早速、生徒の創意を生かした活動が行われています。２つの委員会の取組を紹介します。 

   

 

 

 5 月 25 日(火)26 日(水)の昼休みに、体育委員会主催の『心を通 

わす縄跳び大会』が行われました。「新しいクラスの団結力を高め 

よう」というねらいのもと、各クラス男女別に、1 分間に跳べた  

8 の字跳びの回数を競いました。当日は、全員で息を合わせ、声 

をかけ合いながら全力で縄を跳ぶ、白熱した縄跳び大会となりま 

した。全員で最高記録を目指して真剣に跳ぶことで、クラスの団結力は一層、高まったようです。 

 終了後のアンケートでは、「楽しかった。」「またやりたい。」「協力でき

て    よかった」などという感想が多く見られました。また、「決勝戦もやって      

ほしい。」「男女別ではなくクラス対抗でやってみたい」などという声も

聞かれました。 

この縄跳び大会で高まった団結力を、ぜひ日々の授業やこれから行わ

れる体育祭などの行事で生かしてほしいと思います。 

体育委員会「心を通わす縄跳び大会」 

 

 

【結果】 

1 位 2 年 2 組 男子 82 回 

2 位 2 年 1 組 女子 76 回 

3 位 3 年 3 組 男子 71 回 

      3 年 3 組 女子 71 回 



 

先月号でお知らせした、寄贈いただいた源

氏物語の書籍を紹介する、「源氏物語にふれ

る」コーナーが、図書室に設置されました。                                                 

源氏物語に関連した本とともに、図

書委員１人１人が源氏物語から選んだ

巻を紹介した

冊子も置かれ

ています。 源氏物語とともに、ぜひ手に取

って読んでほしい力作ぞろいです。 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

部長のＹＫさんは、全校生徒へのお披露目の際、「この横断幕を作ろうと思ったときに、最初に浮かん

だ言葉が『繋げ』でした。聖火には、多くの人のさまざまな思いが込められています。例えば、感謝や喜

び、未来への希望。私たちは、聖火に込められた思いを、オリンピックの五つの色を表す〇に象徴させ

、横断幕に散らして描きました。いつでも希望をもって頑張る姿を次の世代へつなげていきたいとい

う思いを込めて、この横断幕を作りました。この横断幕が少しでもランナーの方たちの力になれば、う

れしいです。」と、思いを語りました。きっとこの思いが、皆さんに届いたことでしょう。 

 

●サポートランナーとしてがんばりました！ 

6月 4日（金）、上越市立春日小学校からリージョンプラザ上越までの約 2.6㎞を 12人の聖火ラ

ンナーが聖火を掲げ、リレーしました。上越市は、第１区間の糸魚川市から

聖火を受け取って第２区間でした。その様子は、“ＮＨＫ聖火リレーライブス

トリーミング”で放映され、ご覧になった方も多いと思います。ゴールのリ

ージョンプラザ上越では聖火の到着を祝うイベントが行われました。本校を   

代表し、３年生ＭＴさんが 

サポートランナーとして、市内各中学校からの代表 

と一緒にそのイベントに参加し、立派にその大役を 

務めました。その時の様子は、後日、全校朝会で伝 

えてもらう予定です。 

 

６月４日（金）に、上越市で聖

火リレーが行なわれました。                       

生活文化部の３年生が、応援横

断幕を作成し、沿道に飾ってい

ただきました。 

 

 

図書委員会「源氏物語紹介コーナー」 

「ようこそ、上越市へ！」の 
ロゴ入りポロシャツです 



先日、ある地域の方から、「朝、自転車で通学途中の

中学生が『おはようございます』とさわやかな挨拶を 

してくれて、とてもうれしく、元気をもらいました」と

いうお電話をいただきました。子どもたちを温かく見

守ってくださる地域の方の思いに、私たち職員も元気

をいただきました。ありがとうございました。 

 

 

  ６月 15日（火）の陸上競技大会を皮切りに、16日・21日・25日・26日の５日間で、運動部の地区大

会が行われます。生活文化部の１年生が、各部の健闘を祈って、応援ポスターを作成し生徒玄関前に掲示

しました。実際に練習の様子を見に行き、各部の活動目標を頭に置きながら、応援の言葉を考えて作成し

てくれたそうです。 

 

 

 

  

   

 

 

 会場に応援には行けませんが、各選手の活躍を、全校生徒・職員で祈っています。 

各部の健闘の様子は、学校だより７月号でお知らせします。 

 

 

 

  ６月１日（火）に、第１回板倉中学校学校運営協議会が行われ、今年度の組織が決定しました。 

  当校の教育活動をともに計画・運営いただきます。よろしくお願いいたします。 

  会 長 丸山 治夫   副会長 長藤 豊           （※敬称略） 

  運営協議会委員   川上 優子（主任児童委員）  津畑 進（県立有恒高等学校長） 

            中澤 健一（まちづくり振興会事務局） 

            佐藤 絵美・清水 圭一・嶋田 和明・福崎 和幸（ＰＴＡ役員） 

        ※中学校からは、藤田賢一郎・黒田 匠・丸山 徳子の３名が参加しています。 

 今年度の行事の公開方法や、生徒数減少に伴う 

部活動再編の必要性について、ご意見をいただ 

きました。 

 

 

 

 

１日（木）壮行式（通信陸上、県総体、吹奏楽地区コンクール）  １７日（土）～１９（月）県総体  

夏服完全移行              １８日（日）地区吹奏楽コンクール 

２日（金）・３日（土）通信陸上競技大会      ２１日（水）１学期終業式、体育祭軍集会 

５日（月）３年生実力テスト①（４教科）      ２２日（木）夏季休業（～８月２４日） 

１学期学校評価                         ２６日（月）～２９日（木） 

６日（火）３年生実力テスト①（１教科）                     期末面談（１，２年生） 

７日（水）２年生人生の先輩に学ぶ会                           三者面談（３年生） 

８日（木）２年生生活習慣病予防教室                                ※１学期通知表をお渡しします。 

１５日（木）区学校保健委員会               


